
シンポジウム「故郷・伊予の地域情報化の行先」
～２１世紀の「坂の上の雲」を目指して～

都築 伸二, 愛媛大学工学部電気電子工学科

tsuzuki@ee.ehime-u.ac.jp

http://miyabi.ee.ehime-u.ac.jp/~tsuzuki

シンポジウム及び“伊予の地域情報化を考える会”趣旨



2007/2/12

シンポジウム「故郷・伊予の地域情報化の行先」 p.2

S.Tsuzuki, Ehime Univ.

総務省: 2010年度へ向けたブロードバンドの整備の在り方「次世
代ブロードバンド戦略２０１０（案）」
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ロードマップ・戦略は示されているが、戦術はなし
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ロードマップ（戦略）は示されているが、戦術はなし

責任の所在も？
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伊予の地域情報化を考える会

1. 愛媛における地域情報化を推進するための人的ネットワーク作り

2. 愛媛における地域情報化の推進・定着に向けた啓蒙活動の実施

3. その他、本会が必要と認めた活動
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自治体側の努力に加え地域コミュニティの理解と協調が不可欠


